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	玉川学園で飼育したサンゴを石垣島の海に移植成功！
	●　玉川学園でのサンゴ研究の特徴
	～八重山漁業協同組合サンゴ養殖研究班の協力を得て、石垣島のサンゴを成長させ ふるさとの海へ～
	・八重山漁業協同組合観賞用漁業部会サンゴ養殖研究班の全面協力をいただいて活動を実施
	・石垣島の自然環境に近い形で飼育を実施（水槽内のヤドカリ等の生体は石垣島のものに限定）
	・指導教諭は日本サンゴ礁学会に所属。最新の研究事例などの情報収集を行っている
	・指導教諭が日本サンゴ礁学会に所属。最新の研究事例などの情報収集を行っている
	・日本サンゴ礁学会が縁で、お茶の水女子大学服田昌之准教授の協力を得て、研修会を実施
	・環境省が進めるサンゴ礁再生海域の見学や東伊豆でのサンゴ研修など様々なプログラムを実施
	・サンゴ返還プロジェクトを行っている水族館や美ら海水族館での研修を実施
	・大学教員やアクアリウムショップなど様々な専門家から生育の助言を受けている
	・玉川大学農学部海洋生態学専門の吉川朋子教授から研究方法等助言を受けている
	参考
	5年間の軌跡
	「環境問題の最前線であり、日本だけでなく世界にとって貴重な財産であるサンゴの研究を通して、自然環境問題について理解し、様々な行動を起こすことができる児童・生徒になってほしい」という思いでプロジェクトをスタート。
	八重山漁業協同組合観賞用漁業部会サンゴ養殖研究班（以下、同組合サンゴ養殖研究班）と5年間でサンゴの移植を行うことを目標にし、サンゴを提供いただき飼育活動が始まった。同組合サンゴ養殖研究班の方やアクアリウムの専門家の方々とインターネットテレビ電話やメールを用いて情報交換を実施し、アドバイスをいただきながら飼育活動を行っている。
	【主な活動と研究発表】
	＜2011年度＞
	【学内活動】サンゴ飼育活動開始　　【学内活動】サンゴや自然環境に関する研究活動を実施
	【研修】石垣島研修を実施
	【研究発表】1年の研究成果を関東近県SSH研究会や玉川学園展（文化祭）で発表
	＜2012年度＞
	前年度の活動に加え、【研修】サンシャイン水族館バックヤード研修を実施
	＜2013年度＞
	前年度の活動に加え、【研修】SEA見学研修（玉川学園の水質管理をしている施設で水質管理を知る）、
	＜2014年度＞
	＜2015年度＞
	前年度の活動に加え、【研修】美ら海水族館見学研修を実施。2015年10月　ついに石垣島の海にサンゴを移植
	2011年のスタートから4年間は失敗の連続
	2014年にNEOWAVE（福岡県筑紫野市のアクアリウムショップ）、
	株式会社水槽（神奈川県横浜市）のサポートを受け、飼育環境を強化。さらに飼育環境について身近にアドバイスいただける環境を整えることができた。
	児童・生徒の研究内容
	この活動を通して、児童・生徒自らが考え、行動・研究してきた内容をアウトプットする機会として、研究成果の発表も積極的に実施。関東近県のSSH指定校が集まる研究会や東京都SSH研究会、玉川学園展（文化祭）で研究成果報告をしている。主な研究テーマは以下の通り
	・なぜ、サンゴの保護が必要なのか？
	・なぜ、サンゴの成長に光が必要なのか？
	・なぜ、サンゴは満月の前後に一斉に産卵するのか？
	・海のサンゴと水槽のサンゴは何が違うのか？
	・サンゴの固定方向による成長の変化はあるのか？　　など
	研修プログラムの例

